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み
な
さ
ま
こ
ん
に
ち
は
。
教

宣
部
会
の
外
池
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
新

規
感
染
者
数
が
、
オ
ミ
ク
ロ
ン

株
の
影
響
な
の
か
、
今
年
に
入

り
急
激
に
再
拡
大
し
て
い
ま

す
。
『
ご
安
全
に
！
』

先
日
、
横
浜
の
関
内
駅
前
で

老
夫
妻
に
呼
び
止
め
ら
れ
、「
神

奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
」
の
所

在
場
所
を
尋
ね
ら
れ
ま
し
た
。

ア
ク
セ
ス
用
の
地
図
を
お
持
ち

の
よ
う
で
、地
図
を
見
な
が
ら
、

み
な
と
み
ら
い
線「
馬
車
道
駅
」

か
ら
直
ぐ
で
す
と
案
内
し
ま
し

た
。神

奈
川
県
立
歴
史
博
物
館

は
、
た
し
か
、
だ
い
ぶ
前
の
リ

レ
ー
随
筆
で「
横
浜
三
塔
物
語
」

で
「
キ
ン
グ
」
「
ク
イ
ー
ン
」

「
ジ
ャ
ッ
ク
」
に
次
い
で
、
ち

な
み
に
「
エ
ー
ス
」
を
加
え
て

「
4
塔
」と
す
る
場
合
も
あ
る
。

と
締
め
く
く
っ
た
4
塔
目
の

「
エ
ー
ス
の
ド
ー
ム
」
だ
と
思

い
出
し
ま
し
た
。
折
角
で
す
の

で
、
こ
の
「
神
奈
川
県
立
歴
史

博
物
館
（
エ
ー
ス
の
ド
ー
ム
）
」

を
調
べ
て
み
ま
し
た
。

1
9
0
4
年
（
明
治
37
年
）

横
浜
正
金
銀
行
の
本
店
と
し
て

建
て
ら
れ
た
ネ
オ
・
バ
ロ
ッ
ク

様
式
で
、
外
観
は
建
設
当
初
の

姿
を
そ
の
ま
ま
残
し
て
、
1
9

6
9
年
（
昭
和
44
年
）
に
国
の

重
要
文
化
財
の
指
定
を
受
け
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
1
9
9
5
年

（
平
成
7
年
）
に
は
、
近
代
に

お
け
る
我
が
国
の
産
業
経
済
の

発
展
を
支
え
た
重
要
な
遺
跡
と

し
て
、
国
の
史
跡
指
定
を
受
け

ま
し
た
。

こ
の
県
立
歴
史
博
物
館
は
、

外
観
に
威
厳
が
あ
り
す
ぎ
て
入

り
づ
ら
い
と
い
わ
れ
る
こ
と
が

あ
り
、
気
楽
に
入
っ
た
り
、
親

し
み
を
持
つ
よ
う
な
愛
称
を
と

い
う
こ
と
で
、
横
浜
三
塔
の
ど

れ
よ
り
も
古
く
、威
厳
が
あ
り
、

ド
ー
ム
の
形
が
エ
ー
ス
っ
ぽ

い
。
ト
ラ
ン
プ
ゲ
ー
ム
の
な
か

で
一
番
強
い
こ
と
が
多
い
「
エ

ー
ス
」
に
し
よ
う
と
い
う
こ
と

に
な
り
「
エ
ー
ス
の
ド
ー
ム
」

と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
と
の
こ

と
。エ

ー
ス
の
ド
ー
ム
は
、
建
物

の
上
部
に
あ
る
半
円
形
の
ド
ー

ム
を
指
し
、
2
0
1
3
年
頃
か

ら
「
エ
ー
ス
の
ド
ー
ム
」
と
呼

ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
記
さ

れ
て
い
ま
す
。

私
は
、
や
は
り
「
三
塔
」
を

意
識
し
て
名
付
け
ら
れ
た
と
想

像
し
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
さ
り
げ
な
く
堂
々

と
「
エ
ー
ス
の
ド
ー
ム
」
と
名

乗
っ
て
は
い
ま
す
が
、
横
浜
三

塔
に
、
「
エ
ー
ス
の
ド
ー
ム
」

が
加
わ
り
、
「
横
浜
四
塔
」
と

普
段
に
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る

の
で
し
ょ
う
か
…
？

全
国
港
湾
名
誉
顧
問

植

草
秀
夫
氏
が
2
月
15
日
に
ご

逝
去
（
享
年
98
歳
）
さ
れ
ま

し
た
。
植
草
さ
ん
は
、
海
事

検
定
職
組
、
検
定
労
連
の
委

員
長
と
し
て
日
・
祝
完
休
闘

争
は
じ
め
港
湾
産
別
運
動
の

萌
芽
期
よ
り
活
躍
さ
れ
、
1

9
7
2
年
の
全
国
港
湾
結
成

時
に
は
初
代
事
務
局
長
に
就

任
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

1
9
8
8
年
に
退
任
さ
れ
る

ま
で
、
港
湾
年
金
や
事
前
協

議
制
度
な
ど
現
行
産
別
協
定

・
産
別
制
度
の
確
立
に
奮
闘

し
続
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
こ
に
、
名
誉
顧
問
の
港

湾
産
別
運
動
へ
の
御
功
績
を

讃
え
、
故
人
の
ご
冥
福
を
心

よ
り
お
祈
り
し
ま
す
。

クク
イイ
ズズ
正正
解解
発発
表表

全
国
港
湾
第
3
4
6（
新
年
）

号
に
掲
載
さ
れ
た
「
ト
ラ
年
ク

ロ
ス
ワ
ー
ド
に
ト
ラ
イ
！
」
に

多
数
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

正
解
は
、「
カ
ガ
ミ
モ
チ（
鏡

餅
）
」
で
し
た
。

今
年
の
ク
イ
ズ
へ
の
応
募
正

解
者
は
、
16
名
で
し
た
。
抽
選

で
粗
品
を
お
送
り
す
る
こ
と
を

決
定
致
し
ま
し
た
。
商
品
の
発

送
を
も
っ
て
発
表
に
か
え
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

ま
た
、
皆
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
貴
重
な
ご
感
想
・
ご
意
見

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後

と
も
よ
り
よ
い
機
関
紙
を
目
指

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

前
々
回
黒
抜
㉗
で
働
く
者

に
と
っ
て
の
労
働
時
間
規
制

や
8
時
間
労
働
制
確
立
を
歴

史
と
共
に
見
つ
め
、
こ
れ
を

基
本
に
前
回
㉘
で
産
別
協
定

の
「
休
日
・
休
暇
、
作
業
体

制
」
に
つ
い
て
考
え
て
き
ま

し
た
。今
回
か
ら
第
6
章「
休

日
・
休
暇
」
に
進
む
予
定
で

し
た
が
、
「
休
日
」
と
港
湾

産
別
運
動
の
関
係
に
触
れ
な

い
訳
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
全

国
港
湾
は
、
本
年
11
月
に
結

成
50
周
年
を
迎
え
ま
す
が
、

「
休
日
」
は
全
国
港
湾
結
成

の
前
史
を
成
す
闘
い
に
よ
っ

て
獲
得
さ
れ
た
も
の
で
、
港

湾
産
別
運
動
の
第
一
歩
を
刻

む
記
念
碑
的
「
制
度
」
と
言

え
る
か
ら
で
す
。

港
湾
産
別
運
動
の
歴
史
を

検
討
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
は
な

い
の
で
、
詳
細
は
割
愛
し
ま

す
が
、
戦
前
の
翼
賛
体
制
、

自
由
に
も
の
も
言
え
な
い
痛

苦
の
時
代
を
経
験
し
た
労
働

者
は
、
こ
の
抑
圧
か
ら
解
放

さ
れ
る
が
ご
と
く
、
全
国
の

地
域
・
職
場
・
産
業
で
労
働

組
合
を
誕
生
さ
せ
ま
す
。
港

湾
労
働
者
も
労
働
組
合
を
結

成
し
、
産
業
の
民
主
化
や
労

働
条
件
整
備
な
ど
の
諸
要
求

を
掲
げ
闘
い
続
け
ま
す
。

当
時
の
港
湾
に
は「
休
日
」

が
な
く
、港
は
3
6
5
日
フ

ル
稼
働
で
し
た
。日
本
経
済

は
、
戦
後
10
年
を
経
て
50
年

代
半
ば
か
ら
高
度
成
長
期
に

入
り
、港
湾
で
は
船
混
み
と

労
働
者
不
足
も
あ
っ
て
、「
追

い
通
し
・
徹
夜
当
た
り
前
」の

時
代
が
続
き
、60
年
代
後
期

か
ら
は
コ
ン
テ
ナ
化
と
い
う

巨
大
な
合
理
化
の
波
が
港
を

襲
う
こ
と
に
な
り
ま
す（「
合

理
化
」反
対
、事
前
協
議
制
度

は
本
欄
の
⑤
〜
⑦
を
参
照
）。

時
代
が
大
き
く
動
く
中

で
、
1
9
6
8
年
3
月
に
全

国
港
湾
を
構
成
し
て
い
く
こ

と
に
な
る
各
単
組
は
連
署
で

日
港
協
や
日
倉
協
、
船
主
協

会
に
魅
力
あ
る
港
湾
労
働
の

確
立
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
「
8

時
間
拘
束
7
時
間
労
働
、
時

間
外
50
時
間
規
制
」
「
夜
荷

役
（
22
時
以
降
）
禁
止
」「
日

祝
完
休
」
を
要
求
し
ま
す
。

そ
の
後
、
同
年
4
月
に
6
大

港
船
内
関
係
労
組
の
提
唱
に

よ
り
有
馬
（
神
戸
市
）
で
港

湾
労
組
全
国
集
会
が
行
わ

れ
、
「
一
致
し
た
点
に
つ
い

て
の
共
通
の
課
題
を
統
一
し

て
行
動
す
る
」
と
決
議
し
、

各
地
区
（
港
湾
）
で
日
・
祝

完
休
連
絡
会
議
が
次
々
と
結

成
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
同

年
9
月
に
は
第
2
回
集
会
を

開
催
し
て
「
日
曜
・
祝
日
の

完
全
休
日
の
獲
得
」
を
統
一

課
題
と
決
議
し
、
続
く
10
月

に
は
「
日
曜
祝
日
完
休
獲
得

全
国
港
湾
労
働
組
合
連
絡
会

議（
7
組
合
・
7
港
）」を
結
成

し
ま
す
。
そ
の
1
ヶ
月
後
、

11
〜
12
月
の
毎
日
曜
・
祝
日

を
実
力
で
休
む
9
波
の
ス
ト

ラ
イ
キ
を
打
ち
抜
き
、
各
地

区
の
交
渉
で
月
間
2
回
の
完

全
休
日
を
獲
得
し
ま
す
。

こ
う
し
た
経
過
で
理
解
頂

け
る
よ
う
に
、
こ
の
運
動
の

大
き
な
推
進
力
は
、
各
港
の

単
組
を
超
え
た「
産
別
結
集
」

で
、
こ
れ
が
全
国
連
絡
会
議

へ
と
発
展
し
ま
す
。
こ
の
連

絡
会
議
を
母
体
に
、
更
に
諸

要
求
を
前
進
さ
せ
る
べ
く
69

年
に
「
港
湾
関
係
労
働
組
合

春
闘
連
絡
会
議
」
へ
と
強
化

さ
れ
、
8
―
7
―
50
、
夜
荷

役
禁
止
、
日
祝
完
休
要
求
を

掲
げ
て
69
春
闘
を
闘
い
ま

す
。
そ
の
総
括
に
お
い
て
更

な
る
産
別
闘
争
強
化
が
必
要

と
し
て
「
全
国
港
湾
労
働
組

合
連
絡
会
議
」
に
改
め
、
共

闘
の
持
続
的
発
展
を
決
議
し

ま
す
。
港
湾
産
別
運
動
の
原

点
、そ
の
運
動
の
原
則
は「
統

一
要
求
と
統
一
行
動
」
で
、

要
求
の
基
本
は「
時
間
短
縮
」

で
あ
り
、中
で
も「
完
全
休

日
」の
要
求
は
、72
年
の
全
国

港
湾（
協
議
会
）の
結
成
後
で

も
粘
り
強
く
取
り
組
ま
れ
、

月
二
回
の
休
日
を
獲
得
し
た

68
年
か
ら
、
73
年
・
86
年
と

一
歩
一
歩
と
前
進
を
図
り
、

88
年
に
完
休
制
度
が
整
い
ま

す
。
協
定
を
紹
介
し
ま
す
。

第
６
章

休
日
・
休
暇

第
２８
条

休
日

休
日
は
、日
曜
並
び
に「
国

民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
」

で
定
め
る
祝
日
と
す
る
。
休

日
の
出
勤
・
就
労
は
、
時
間

外
労
働
と
す
る
。
出
勤
・
就

労
し
た
も
の
に
対
し
て
は
、

代
替
休
日
を
保
障
す
る
。
そ

の
代
休
問
題
等
に
つ
い
て

は
、
企
業
の
労
使
で
協
議
し

て
決
め
る
。

以
上
の
通
り
、
第
28
条
は

読
ん
で
字
の
ご
と
く
で
す
の

で
、
言
葉
通
り
理
解
い
た
だ

け
る
と
思
い
ま
す
の
で
、「
休

日
」
の
協
定
そ
れ
自
体
の
無

用
な
説
明
は
行
わ
な
い
こ
と

と
し
ま
す
。
た
だ
、
重
要
な

こ
と
が
二
つ
あ
り
ま
す
。
重

複
を
覚
悟
し
て
書
き
留
め
ま

す
。一

つ
は
、
当
た
り
前
の
よ

う
に
「
日
曜
日
は
休
み
」
と

す
る
現
在
の
姿
に
な
る
ま

で
、
お
よ
そ
20
年
の
大
変
な

闘
い
が
あ
り
、
そ
れ
を
支
え

た
の
は
「
地
区
・
現
場
」
の

産
別
結
集
の
力
だ
っ
た
と
い

う
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
、
6

大
港
船
内
関
係
労
組
が
提
唱

し
た
「
有
馬
会
議
」
が
起
点

に
な
っ
て
い
た
こ
と
に
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

二
つ
目
は
、
あ
ら
ゆ
る
職

種
に
就
く
港
湾
労
働
者
が
、

そ
の
所
属
す
る
労
働
組
合
の

枠
を
超
え
「
日
曜
・
祝
日
を

完
全
休
日
に
」
と
い
う
「
統

一
要
求
」
で
団
結
し
、
「
統

一
行
動
」
で
そ
れ
を
実
現
し

て
来
た
こ
と
で
す
。
こ
の
原

点
は
、
港
湾
産
別
運
動
の
要

の
中
の
要
、
素
晴
ら
し
い
伝

統
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て

お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

次
回
は
、こ
の「
休
日
」か

ら「
週
給
二
日
制
」を
目
指
す

闘
い
と
、そ
の
成
果
で
あ
る

「
5
・
9
協
定（
第
29
条
）」に

進
む
こ
と
に
し
ま
す
。

リ
レ
ー
随
筆

リ
レ
ー
随
筆

「
エ
ー
ス
の
ド
ー
ム
」

「
エ
ー
ス
の
ド
ー
ム
」

～休日・休暇について～～休日・休暇について～

港湾産別協定㉙港湾産別協定㉙
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報


